
介護保険特別会計
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介護保険特別会計 概要 

１ 要介護認定者と介護給付の状況 

令和８年３月末における第１号被保険者数（65 歳以上）は 30,760 人で、前年の同時点よ

り 0.32％増加しました。 

第 1号被保険者数の推移（介護保険事業状況報告）    （人） 

  令和６年３月末 令和７年３月末 令和８年３月末 

65歳～74歳 12,939 12,417 12,105 

75歳～84歳 11,787 12,233 12,520 

85 歳以上 5,962 6,011 6,135 

合計 30,688 30,661 30,760 

 

また同時点の、第 1号被保険者における要介護・要支援認定者数は、5,746 人で、前年に

比べ 138 人（2.5％）増加しており、ここ４年間は増加しています。第 1号被保険者数に対す

る認定者数の割合（認定率）は、18.68％と前年の 18.32％に対して 0.36 ポイント増加しまし

た。 

また、介護度別にみると、要支援・要介護 1・2の認定者数は 3,871 人で前年に比べ 182 人

増加しました。介護度の高い認定者数（要介護 3～5）は 1,875 人で前年に比べ 44人減少とな

りました。 

 第 1号被保険者の要介護認定者数の推移（介護保険事業状況報告）  （人） 

  

介護給付の受給者は、居宅サービス等の受給者が 3,827 人で前年より 56人増加、地域密着

型サービス受給者は 1,121 人で前年より７人増加、施設サービス受給者が 794 人で前年より

28人減少となりました。 

-492-



 

介護給付の受給者（介護保険事業状況報告）（人） 

  令和６年３月分 令和７年３月分 令和８年３月分 

居宅介護（介護予防）サービス受給者数 3,664 3,771 3,827 

地域密着型（介護予防）サービス受給者数 1,088 1,114 1,121 

施設介護サービス受給者数 830 822 794 

 

２ 介護予防・日常生活支援総合事業の状況 

この事業は、要支援者等に対して、要介護状態等となることの予防又は要介護状態の軽

減若しくは重度化防止及び地域における自立した日常生活の支援を実施することにより、

一人ひとりが活動的で生きがいのある生活を送ることができるようになることを目的とし

ています。 

 （１）総合事業各年度の３月末における利用者数（人） 

サービス種類 令和５年度末 令和６年度末 令和７年度末 

訪問介護相当サービス 268 230 199 

訪問型サービス A 71 71 84 

通所介護相当サービス 757 767 802 

通所型サービス A 61 74 58 

合計 1,157 1,142 1,143 

 （２）介護予防普及啓発事業の参加延べ人数（人） 

サービス種類 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

拠点介護予防教室 588 738 912 

認知機能向上教室 513 494 254 

複合型介護予防教室 
（運動機能向上教室） 

1,827 1,030 658 

口腔機能向上教室 291 346 352 

合計 3,219 2,608 2,176 

 （３）介護予防体操動画配信事業の参加延べ人数（人） 

介護予防体操動画配信事業 1,664 2,026 2,134 

 

３ 歳入歳出の状況 

(１) 決算額 

 令和５年度決算額 令和６年度決算額 令和７年度決算額 

歳入総額 10,121,514,791 円 10,351,523,359 円 10,349,145,116 円 

歳出総額 9,831,042,171 円 10,145,473,443 円 10,116,100,945 円 

歳入歳出差引額 290,472,620 円 206,049,916 円 233,044,171 円 
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(２) 歳入 

ア 主な歳入                          (単位：千円) 

年度 保 険 料 国庫支出金 支払基金交付金 県支出金 繰 入 金 

令和５年度 2,148,706 2,364,124 2,566,424 1,423,495 1,369,791 

令和６年度 2,200,630 2,400,757 2,595,873 1,438,194 1,399,065 

令和７年度 2,239,565  2,403,186   2,615,730   1,455,594   1,422,610 

※償還金を含む金額です。 

 

イ 介護保険料の内訳                         

 年

度 

調定額 

① (円) 

収入済額 

② (円) 

収納率 

②/① 

不納欠損額 

(円) 

収入未済額 

(円) 

現年度分 

特別徴収 

５ 1,979,760,380 1,981,273,280 100.0％ 0 △1,512,900 

６ 2,022,342,280 2,024,015,330 100.0％ 0 △1,673,050 

７ 2,052,925,810 2,054,025,870 100.0％ 0 △1,100,060 

現年度分 

普通徴収 

５ 167,760,960 163,617,289 97.53％ 0 4,143,671 

６ 177,698,590 173,644,650 97.72％ 0 4,053,940 

７ 186,675,750 182,546,220 97.79％ 0 4,129,530 

滞納繰越分 

５ 9,912,236 3,816,294 38.50％ 617,407 5,478,536 

６ 9,617,266 2,970,871 30.89％ 400,060 6,246,335 

７ 10,372,765 2,993,346 28.86％ 1,131,304 6,248,115 

合 計 

５ 2,157,433,576 2,148,706,863 99.60％ 617,407 8,109,307 

６ 2,209,658,136 2,200,630,851 99.59％ 400,060 8,627,225 

７ 2,249,974,352 2,239,565,436 99.54％ 1,131,304 9,227,585 

 

＊現年度分特別徴収の収入未済額△1,100,060 円は、年度途中で死亡された方などの

保険料ですが、年金保険者（日本年金機構等）への返納手続きを要する場合もあり、

令和７年度末時点では還付未済となっています。 

 

ウ 介護保険料の減免実績 

年度 件数 減免額 

令和７年度 ０件 ０円 
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単位：円

部 福祉部
決算書
ページ 305課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

高齢者福祉の充実

款 01 総務費
総
合
計
画

項 01 総務管理費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 一般管理費
予
算

将来ビジョン

事業 3100010 一般管理費 施策

14,613,000 14,592,605 0 20,395 99.9% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

14,592,805

介護保険審査支払等システム改修経費補助金 825,000

事務費繰入金 13,767,805

金額

　　　・令和７年度の監査および行政処分

　　　　　地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護において、利用者に対する身体的虐待事案が確

　　　　　認されたことから、監査を実施し事実確認を行った。

　　　　　監査の結果、人格尊重義務違反による指定の一部効力停止　６箇月（介護報酬上限７割）

２　介護事業者台帳システム「介護台帳LIGHT」使用　

主要な施策（事務事業）の成果の概要

１　地域密着型事業所等の指導・管理

　　　・令和７年度の指定更新および中間年における運営指導

　　　　　指定更新　　地域密着型事業所（８事業所）　居宅介護支援事業所（11事業所）

　　　　　中間年　　　地域密着型事業所（12事業所） 居宅介護支援事業所（3事業所）

　　　　　その他指導　地域密着型事業等（３事業所） 居宅介護支援事業所（１事業所）

　　　・介護報酬改定に伴う介護保険システム（Ｒeams.NET)の改修 536,800 円

　保険料における所得基準(80万円の基準)、高額介護サービス・補足給付における所得基準

　　(80万円の基準)を改正し80.9万円とする制度改正に係るシステム改修

　　年間：令和７年４月１日～令和８年３月31日　363,000 円（使用料）

３　介護保険システムの改修

　　　・税制改定に伴う介護保険システム（Ｒeams.NET)の改修 1,090,000 円

　介護保険料段階判定、所得管理項目の追加、住民税所得引き出しの修正

上記の評価と課題等
　新規指定申請に伴う現地確認・その他事業所の運営確認のための運営指導を行いました。定期的に実
施している指定更新及び中間年に行う地域密着型事業所等の運営指導も行いました。また、指定の一部
効力停止６箇月（介護報酬上限７割）とした行政処分を行い、今後も事業所の適切な管理運営を図る必
要性から、定期的に事業の運営状況を確認していく予定です。
　介護事業者台帳システムを継続活用することにより、指定事業者管理が一元化できています。また、
県とのデータ連携を定期的に行うことで、情報の正確性が得られています。今後、電子申請ｻｰﾋﾞｽの活用
を進めることで、事務の効率化に繋げていきます。
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単位：円

１　納入開始通知書封入封緘業務・代行プリント・帳票作成業務委託　委託料

２　督促状　　　　　　　　　　件（前年度2,682件）

主要な施策（事務事業）の成果の概要

5,378,698 円

2,694 件 (前年度2,711 件)

上記の評価と課題等
　前年度と比較し、督促状発送件数が0.63％減少しました。引き続き口座振替登録を推奨する等、督促
状発送件数の削減に努め、滞納額の削減を目指します。

事務費繰越金 54,729

7,108,000 7,106,902 0 1,098 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

7,051,402

督促手数料 46,111

事務費繰入金 6,950,562

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 賦課徴収費
予
算

将来ビジョン

事業 3100020 賦課徴収事務費 施策 高齢者福祉の充実

款 01 総務費
総
合
計
画

項 02 徴収費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 305課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度
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単位：円

　３　業務委託、業務受託

（委託）行政委託　8件　　　　事業所等委託　　30件　　個人委託　　 733件

（受託）行政受託　8件　　　　２号生保受託　　 2件　

部 福祉部
決算書
ページ 305課 高齢者介護課

係等 認定調査係

令和８年度

高齢者福祉の充実

款 01 総務費
総
合
計
画

項 03 介護認定審査会費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 認定調査費等
予
算

将来ビジョン

事業 3100030 認定調査費 施策

99,969,000 99,946,703 0 22,297 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

99,946,703

事務費繰入金 99,945,703

雑入 1,000

主要な施策（事務事業）の成果の概要

再申請(外) 転入等 計

令和５年度

　介護保険申請に基づき、認定調査員が認定調査票を基に本人や家族から被保険者の心身の状況
および介護の状況等を聞き取り、要介護認定に必要な基礎的調査を実施しました。その調査票と
主治医意見書を基に、松本広域連合にて要介護認定の審査判定を実施していますが、認定調査員
の研鑽もあり、継続して質の高い調査票作成事務を行うことができています。

　１　要介護・要支援認定申請件数

初回 区分変更 更新

1,442 件 577 件 2,800 件 165 件 44 件 5,028 件

4,172 件

令和７年度 1,506 件 643 件 2,320 件 148 件 57 件 4,674 件

令和６年度 1,609 件 658 件 1,654 件 188 件 63 件

・今後も公平・公正且つ効率的な認定調査を実施するとともに、認定調査技術の向上に努め質の高い認
定調査を実施します。

314 件

令和６年度 1,451 件 1,076 件 1,175 件 280 件

令和５年度

＠5,000円 ＠4,000円 ＠4,000円 ＠3,000円

1,718 件 4,953 件 23,337,600 円

　県外の介護保険施設等を利用する被保険者を対象に、認定調査の業務委託を現地の居宅介護支援事
業所等に委託するとともに、状態が安定している更新申請の被保険者を対象に個人委託しました。ま
た、他市町村等からの認定調査を受託しました。

上記の評価と課題等

・高齢者人口の増加に伴い、申請件数も増加傾向にあります。速やかな認定調査の実施のため、令和８
年度から指定市町村事務受託法人へ認定調査の一部委託を開始予定です。

　２　主治医意見書の作成依頼件数
在宅・新規 施設・新規 在宅・継続 施設・継続

計 作成料

3,982 件 18,808,900 円

令和７年度 1,489 件 1,162 件 1,533 件 322 件 4,506 件 21,110,100 円

1,102 件 1,819 件
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単位：円

部 福祉部
決算書
ページ 307課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

高齢者福祉の充実

款 02 保険給付費
総
合
計
画

項 01 介護サービス等諸費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 介護サービス等諸費
予
算

将来ビジョン

事業 3100070 介護サービス等諸費 施策

8,893,204,000 8,893,203,533 0 467 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

6,908,860,169

介護給付費負担金(国) 1,616,314,469 介護給付費繰入金 1,111,645,574

介護給付費負担金(県) 1,273,964,023 現年度分調整交付金 433,735,664

介護給付費交付金 2,401,154,439 納付金 34,000

低所得者保険料軽減繰入金 72,012,000

金額

居宅サービス 44,257 45,215 45,813

地域密着型サービス 13,220 13,139 13,416

主要な施策（事務事業）の成果の概要

１　給付額の種類別受給者延べ人数内訳（介護保険事業状況報告）　　　　　　　　　　

（単位：人）

令和５年度 令和６年度 令和７年度

２　給付額の種類別給付額内訳　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

令和５年度 令和６年度 令和７年度

施設サービス 9,913 9,833 9,718

合　　計 67,390 68,187 68,947

地域密着型サービス 1,922,532,762 1,969,813,490 2,016,229,222

前年度比 99.4% 102.5% 102.4%

居宅サービス 3,857,201,451 3,998,461,434 4,040,448,055

前年度比 101.9% 103.7% 101.1%

合　　計 8,625,062,152 8,841,086,124 8,893,203,533

前年度比 100.8% 102.5% 100.6%

施設サービス 2,845,327,939 2,872,811,200 2,836,526,256

前年度比 100.2% 101.0% 98.7%
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サービス種類 令和５年度 令和６年度 令和７年度

予
算

款 02 保険給付費
総
合
計
画

将来ビジョン 自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

居宅介護福祉用具購入費 8,317,354 10,073,152 10,539,891

前年度比 82.0% 121.1% 104.6%

居宅介護サービス費 3,174,946,198 3,291,188,910 3,331,471,237

前年度比 100.1% 103.7% 101.2%

居宅介護サービス計画費 405,830,492 408,482,243 406,019,107

前年度比 100.9% 100.7% 99.4%

居宅介護住宅改修費 10,163,985 11,896,724 12,232,960

前年度比 89.5% 117.0% 102.8%

127.0% 97.7% 118.2%

介護予防サービス費 187,781,406 200,974,130 202,239,407

前年度比 99.3% 107.0% 100.6%

上記の評価と課題等
　総給付額は、微少傾向にあり、令和７年度は前年比95.8%と減少しました。居宅等サービスは受給者人
数が増加し、給付額も増加しています。施設サービスは受給者が減少、給付費も減少しています。特養
等への入所について、感染症等で入所を遅らせるケース等があったためと思われます。８年度も施設
サービス費は給付制限をしている施設があるため減少する可能性があります。

介護予防サービス計画費 55,505,097 60,051,001 61,696,953

前年度比 102.5% 108.2% 102.7%

項 01 介護サービス等諸費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

目 01 介護サービス等諸費

事業 3100070 介護サービス等諸費 施策 高齢者福祉の充実

その２

主要な施策（事務事業）の成果の概要

３　居宅サービス給付額の種類別内訳　　　　　                   （単位：円）

合　　計 3,857,201,451 3,998,461,434 4,040,448,055

前年度比 100.1% 103.7% 101.1%

介護予防住宅改修費 10,189,201 11,429,226 11,089,143

前年度比 100.8% 112.2% 97.0%

介護予防福祉用具購入費 4,467,718 4,366,048 5,159,357

前年度比
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単位：円

　国民健康保険団体連合会への審査委託支払金額・件数

・令和7年度は前年度比1.08％増加しました

・審査単価　58円/1件

部 福祉部
決算書
ページ 307課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

高齢者福祉の充実

款 02 保険給付費
総
合
計
画

項 02 その他諸費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 審査支払手数料
予
算

将来ビジョン

事業 3100080 審査支払手数料 施策

8,924,000 8,923,184 0 816 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

6,860,490

介護給付費負担金(国) 1,621,912 介護給付費繰入金 1,115,495

介護給付費負担金(県) 1,278,376 現年度調整交付金 435,238

介護給付費交付金 2,409,469

金額

対象件数 150,424 件 152,638 件 153,848 件

上記の評価と課題等
　令和７年度の審査件数は前年度に比べ微増となりました。

主要な施策（事務事業）の成果の概要

令和５年度 令和６年度 令和７年度

支払金額 8,724,592 円 8,853,004 円 8,923,184 円
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単位：円

　・給付費の前年度比では、令和６年度は6.8%増加、令和７年度は0.3%増加しました。

　・対象件数の前年度比では、令和６年度は340件、令和７年度は204件増加しました。

上記の評価と課題等
　令和３年度の制度改正により、自己負担限度額の上限が上がり、令和５年度から給付費並びに件数が微
増しています。

金額

給付費 184,288,636 円 196,845,362 円 197,378,665 円

対象件数 15,257 件 15,597 件 15,801 件

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　　サービス利用者の１か月の費用負担（１～３割負担）が、負担上限額を超えたときに支給する

　ものです。

令和５年度 令和６年度 令和7年度

197,379,000 197,378,665 0 335 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

151,738,480

介護給付費負担金(国) 35,873,010 介護給付費繰入金 24,672,224

介護給付費負担金(県) 28,274,772 現年度調整交付金 9,626,471

介護給付費交付金 53,292,003

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 高額介護・予防サービス費
予
算

将来ビジョン

事業 3100090 高額介護・予防サービス費 施策 高齢者福祉の充実

款 02 保険給付費
総
合
計
画

項 03 高額介護サービス等費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 307課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度
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単位：円

部 福祉部
決算書
ページ 307課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

高齢者福祉の充実

款 02 保険給付費
総
合
計
画

項 04 特定入所者介護サービス等費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 特定入所者介護・予防サービス費
予
算

将来ビジョン

事業 3100095
特定入所者介護・予防サー
ビス費

施策

144,502,000 144,501,696 0 304 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

111,088,343

介護給付費負担金(国) 26,262,773 介護給付費繰入金 18,062,633

介護給付費負担金(県) 20,700,073 現年度調整交付金 7,047,577

介護給付費交付金 39,015,287

金額

給付金額 167,642,594 円 154,397,353 円 144,501,696 円

負担限度額認定者 718 人 714 人 727 人

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　　施設入所者やショートステイ利用者の低所得者対策として、食費、居住費（滞在費）に係る費用の

　一部（利用者負担限度額と施設が定める基準額の差額）を給付しました。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(負担限度額認定者数は高齢者介護課調べ)

上記の評価と課題等
　給付費の減少は、令和３年度の制度改正により認定基準となる要件及び区分が改正された影響が残って
いると推察されます。
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単位：円

上記の評価と課題等
　給付費、件数ともに増加傾向です。

金額

給付費 26,686,669 円 28,269,559 円 31,435,766 円

対象件数 848 件 941 件 994 件

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　　同一世帯内で１年間の医療及び介護の両制度における自己負担額の合算額が高額になった

　　場合に、合算算定基準額の上限額を超える部分について給付しました。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

31,436,000 31,435,766 0 234 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

24,180,664

介護給付費負担金(国) 5,716,633 介護給付費繰入金 3,931,704

介護給付費負担金(県) 4,505,797 現年度調整交付金 1,534,050

介護給付費交付金 8,492,480

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 高額医療合算介護・予防サービス費
予
算

将来ビジョン

事業 3100096
高額医療合算介護・予防
サービス費

施策 高齢者福祉の充実

款 02 保険給付費
総
合
計
画

項 05 高額医療合算介護サービス等費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 307課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度
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単位：円

（２）シニア歯科健康診査

回 人 人

回 人 人

人

回 人 人

回 人 人

人

回 人 人

回 人 人

人

（※）令和５年度からの延べ人数

教室等 237 500 3,219

動画配信事業 (※）1,664

出前講座等 3 講座 10 109 109

　65歳以上の方が、介護予防の知識を身につけ、地域の身近な場所で、人との繋がりを通して介
護予防活動に継続して取り組めるよう以下の事業を実施しました。

１　介護予防把握事業　（報償費、委託料他：2,722,367円）

（１）対象者実態把握

　 健診未受診かつ医療・介護サービス未利用等の方を対象に、看護師が訪問し健康状態を把
握するとともに、介護予防活動の普及啓発をしました。

対象者数 訪問実施者数

令和７年度 118 人 97 人（82.2％）

受診者数

令和７年度 3,558 人 431 人（12.1％）

令和６年度 3,717 人 487 人（13.1％）

２　介護予防普及啓発事業（報酬、委託料他：10,673,783円）

　介護予防に関する啓発活動・介護予防教室・認知症予防教室・口腔機能改善事業等を行い
ました。教室終了後も継続して介護予防活動に取り組めるよう参加者に対して情報提供と相
談支援等を行いました。介護予防体操動画配信事業では、オンラインによる介護予防体操動
画配信コンテンツを提供し、自宅や通いの場での活用を推進しました。

令和５年度 4,084 人 525 人（12.9％）

33 428 428

動画配信事業

令和８年度

令和７年度

介護予防教室等 5 教室等 139 381 2,238

出前講座等 1 講座

令和６年度 101 人 79 人（78.2％）

令和５年度 106 人 81 人（76.4％）

対象者数

教室等講座種別数 開催回数 参加実人員 参加延人員

部 福祉部
決算書
ページ 309課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

03 地域支援事業
総
合
計
画

項 01 介護予防事業
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

目 01 一般介護予防事業費

地域支援県交付金（新総合事業） 2,988,218
地域支援事業繰入金（新総合事業）

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

予
算

将来ビジョン

事業 3100102 一般介護予防事業費 施策 高齢者福祉の充実

款

2,988,218

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

24,949,000 23,905,750 0 1,043,250 95.8% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

18,407,425

地域支援交付金（新総合事業） 4,781,150 総合事業現年度分調整交付金 1,195,287
支払基金支援交付金現年度分 6,454,552

令和５年度

介護予防教室等

(※）2,134

令和６年度

介護予防教室等 5 教室等 160 355 2,608

出前講座等 3 講座 16 282 282

動画配信事業 (※）2,026

6
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３　地域介護予防活動支援事業（報償費、補助金他：10,509,600円）

(１)通いの場等の把握

％

％

％

＊参加率は、毎年４月１日高齢者人口に対する割合

(２)自主グループ活動支援事業 新規自主グループ立ち上げ支援

回 人 人

(３）アクティブシニアがんばろう事業

４　高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業（決算：健康支援課計上）

 健康教育・健康相談※

 健康状態把握(再掲）

 健康教育・健康相談※

 健康状態把握(再掲）

 健康教育・健康相談※

 健康状態把握(再掲）

上記の評価と課題等
　生活面・運動面・栄養面・口腔面の機能維持向上について、各分野の専門職が連携した介護予防教室
を実施するとともに、民間事業所が所有するICT機器を活用した認知機能検査とフレイル予防を学ぶ講
座を開催し、介護予防・フレイル予防について普及啓発を行いました。また、教室参加者が自主グルー
プの立上げを希望する場合は保健師等が自主化までを支援し、自宅や通いの場において、介護予防の体
操に手軽に取り組めるよう動画配信事業を実施しました。
　高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業では、75歳以上の高齢者を対象に健康教育や健康状態
の把握、フレイル予防のためのポピュレーションアプローチを実施しました。

令和５年度

9か所

18か所

5か所

9 回

18 回

5 回

120 人

206 人

90 人

令和６年度

26か所

28か所

32 回

28 回

417 人

423 人

令和７年度

開催通いの場数

29か所

回数

33 回

高齢者数

428 人

　健康支援課、国保年金課と当課におけるプロジェクト会議を実施し、KDB（国保データベー
ス）システム等の分析、健康課題、対象者の明確化など保健事業と介護予防の一体的な事業
を実施しました。

　当課としては、通いの場等においてフレイル全般、認知症、栄養、口腔機能向上等の健康
教育と健康相談、後期高齢者質問票による健康状態の把握を行いました。

令和５年度 85

116 42 1,361

団体数

令和７年度 104

※令和６年度より一般会計から介護保険特別会計へ
事業を移管しています。

令和７年度 3 か所 59 回 46 人 640 人

事業 3100102 一般介護予防事業費 施策 高齢者福祉の充実

その２

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　近隣住民が気軽に集まり地区単位で介護予防教室等を開催する自主グループ（通いの場）
の活動内容の把握を行い、必要な住民に情報提供を行いました。また、３か所で新たな自主
グループの立ち上げ支援を行いました。

通いの場等の数 参加する高齢者数 参加率

予
算

総
合
計
画

将来ビジョン 自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

項 01 介護予防事業

目 01

款 03

令和６年度 94

人 1,569 人

令和５年度 3

7.6

9.3

8.1

令和７年度 263 か所 3,585 人

令和６年度 340 か所 2,883

令和６年度 7 か所 96 回

人

令和５年度 321 か所 2,624 人

＊通いの場の数は月１回未満の活動団体も含む

＊参加する高齢者数は月１回以上参加する者の人数

実施個所数 実施回数 参加実人員 参加延人員

146

か所

地域支援事業

目標 いきいきと健康に暮らせるまち
一般介護予防事業費
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単位：円

１　地域包括支援センターの業務内容

令和５年度
1,256件 1,439件 130件 85件 162件

令和７年度
2,622件 3,015件 231件 295件 124件

4,211件
137.1%

36.3% 50.9% 4.6% 4.8% 3.4% 100%
令和６年度

1,530件 2,142件 193件 203件 143件

権利擁護
包括的・
継続的ｹｱ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

その他

6,287件
149.3%

41.7% 48.0% 3.7% 4.7% 2.0% 100%

3,072件
103.1%

40.9% 46.8% 4.2% 2.8% 5.3% 100%

　地域包括支援センターは、市が設置主体となり、保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員等
を配置して、３職種のチームアプローチにより、住民の健康の保持及び生活の安定のために必要
な援助を行い、保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的とする施設です。
　地域包括支援センターを市内３か所（本庁舎、穂高支所、三郷支所）に設置しています。運営
については、中部地域包括支援センター（豊科・明科地域担当）は令和７年度から、北部地域包
括支援センター（穂高地域担当）は平成25年度から、南部地域包括支援センター（三郷・堀金地
域担当）は平成23年度から委託で運営しています。

（１）包括的支援事業

　介護予防ケアマネジメント業務、総合相談支援業務、権利擁護業務、包括的･継続的ケアマ
ネジメント支援業務の４業務を実施しました。

（２）指定介護予防支援事業

　要支援認認定者及び事業対象者（介護予防のために何らかの支援が必要と判断された方）に
対する介護予防支援業務を実施しました。

２　中部地域包括支援センター（担当地域：豊科・明科）（上段：相談支援延べ件数 下段：割合）

事業
指定介護予防

支援 包括的支援

1,774,550

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

合計 前年度比

業務 介護予防支援
介護予防ケア
マネジメント 総合相談

93,405,000 93,031,908 0 373,092 99.6% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

72,123,510

地域支援交付金（新総合事業以外） 35,059,100 雑入 194,760
地域支援県交付金（新総合事業以外） 17,529,550
地域支援事業繰入金（新総合事業以外） 17,565,550
介護予防サービス計画費収入

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01
包括的・継続的ケアマネジメント
支援事業費

予
算

将来ビジョン

事業 3100106
包括的・継続的ケアマネジ
メント支援事業

施策

款 03 地域支援事業

総
合
計
画

項 02 包括的支援事業・任意事業費

目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 309課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度

高齢者福祉の充実
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４　北部地域包括支援センター（担当地域：穂高）（上段：相談支援延べ件数 下段：割合）

5,919件
103.5%

67.0% 25.9% 3.1% 3.3% 0.7% 100%
令和５年度

3,966件 1,531件 181件 197件 44件

5,367件
88.2%

53.9% 37.6% 3.7% 4.3% 0.5% 100%

包括的・
継続的ｹｱ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

その他

合計 前年度比

6,086件
102.8%

60.4% 31.5% 2.4% 4.5% 1.2% 100%

3,677件 1,920件 147件 271件

令和７年度
2,893件 2,018件 198件 231件 27件

事業
指定介護予防

支援 包括的支援

業務 介護予防支援
介護予防ケア
マネジメント 総合相談 権利擁護

令和６年度
71件

75.5%
64.6% 31.1% 2.5% 1.1% 0.7% 100%

令和５年度
1,943件 935件 76件 32件 20件

83.0%
58.0% 34.3% 5.2% 1.9% 0.6% 100%

令和６年度
1,447件 857件 130件 47件 14件

47.8% 48.6% 1.5% 0.9% 1.3% 100%

権利擁護
包括的・
継続的ｹｱ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

その他

2,495件

3,006件

令和７年度
1,525件 1,551件 47件 28件 41件

３　南部地域包括支援センター（担当地域：三郷・堀金）（上段：相談支援延べ件数 下段：割合）

事業
指定介護予防

支援 包括的支援

合計 前年度比

業務 介護予防支援
介護予防ケア
マネジメント 総合相談

3,192件
127.9%

上記の評価と課題等
　支援件数の合計は中部包括と南部包括で増加し北部包括は減少しています。権利擁護に関する相談は
中部包括と北部包括で増加し、南部包括で減少となっています。業務の割合については、北部包括では
介護予防支援・予防給付ケアマネジメントが最も高く、中部包括と南部包括では総合相談が最も高く
なっています。
　今後も高齢者の総合相談窓口として体制強化に努めるとともに、地域包括ケア推進に向け、委託包括
と連携を図りながら各事業を継続して実施していく必要があります。

その２

02 包括的支援事業・任意事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

目 01
包括的・継続的ケアマネジメント支
援事業費

主要な施策（事務事業）の成果の概要

予
算

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

将来ビジョン 自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

項

事業 3100106
包括的・継続的ケアマネジ
メント支援事業

施策 高齢者福祉の充実
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単位：円

 １　家族介護支援事業 （扶助費：4,914,310円）

（１）家族介護用品購入助成事業

円

 ２　介護給付費適正化事業

（１）ケアプラン点検の実施

（２）ケアプラン検証会議

件 検証会議件数 4 件 2

事業所

　訪問介護における生活援助中心型サービスの利用回数が基準回数以上のケアプランについ
て、利用者の自立支援・重度化防止や地域資源の有効活用等の観点から、リハビリ専門職（理
学療法士）にも参加いただき、多職種協働による検証会議を開催しました。

令和５年度 令和６年度

点検を受けた事業所数 14 事業所 12

件

点検を受けた介護支援専門員 26 人 30 人

点検件数 102 件 101

人 118 人

決算額 7,714,060 6,330,113 円 4,914,310 円

　重度要介護者を介護する家族等の支援を行うことを目的として実施しました。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

利用者数 176 人

（２）介護慰労金支給事業

39,650

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

令和７年度の申請はありませんでした。

（報償費、消耗品費：18,120円）

　長野県介護支援専門員協会から講師の派遣を受け、介護給付費の適正化のためのケアプラン
点検を行いました。同時に該当事業所への保険者によるコンプライアンスの確保に関する点検
も実施しました。また、点検内容の講評及び自立支援に資するケアプラン作成のための講習会
を開催しました。

令和５年度 令和６年度

163

6,901,000 6,514,448 0 386,552 94.4% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

5,025,236

地域支援交付金（新総合事業以外） 2,492,794
地域支援県交付金（新総合事業以外） 1,246,396
地域支援事業繰入金（新総合事業以外） 1,246,396

雑入

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 02 任意事業費
予
算

将来ビジョン

事業 3100107 任意事業 施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 02 包括的支援事業・任意事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 309課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

令和７年度

110 件

31 人

12 事業所

令和７年度

4 件
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 ３　認知症サポーター等養成事業

回 人 人

回 人 人

回 人 人

 ４　介護相談員派遣事業 （報償費、負担金、保険料他：1,032,000円）

47 回 38 回 9 回 8 施設 施設 施設 施設

84 回 84 回 0 回 8 施設 施設 施設 施設

82 回 82 回 0 回 9 施設 施設 施設 施設

　５　成年後見制度利用支援事業 （役務費、扶助費：201,860円）

　成年後見制度の市長申立てが必要な高齢者の審判にかかる費用負担等について、令和７年度
は、４件でした。また、成年後見人への報酬助成は１件でした。

令和６年度 1

1

※施設に併設されるデイサービスセンター等にも訪問しています。

　家族介護用品購入助成事業は、利用者数、使用率（使用枚数/交付枚数）共に減少しましたが、家族介
護者の経済的な負担軽減を図ることができています。
　ケアプラン点検は、介護支援専門員の資質向上、スキルアップのために有効であり、適正なサービス
提供から給付の適正化につながる効果が期待できます。
　認知症サポーター養成講座については、市主催で一般市民と市職員を対象に５月と９月のオレンジ
キャンペーン期間中に開催したほか、依頼等により27回開催し計29回の開催となりました。より多くの
年代に普及啓発していけるよう、地区や小中学校、市内企業等と連携していく必要があります。
　成年後見制度利用支援事業の報酬助成について、経済的に困窮している人の市長申立てが増えている
ことから、今後は報酬助成の件数も増えていくことが見込まれます。

令和６年度 6件 0件

令和５年度 0件 0件

市長申立て件数 報酬助成件数

令和７年度 4件 1件

上記の評価と課題等

4

4

3

3

令和７年度

開催回数

計 訪問 オンライン 計

1

開催施設数
有料老人ホーム介護老人保健施設介護老人福祉施設

5 3

令和５年度

19 326 7,787

令和７年度 29 628 8,742

令和６年度 18 327 8,114

　介護サービスを利用する高齢者や家族から介護サービスに関する不安、疑問等の相談等に応
じ、その解決のためにサービス事業者や行政との橋渡しを行い、介護サービスの質の向上を図る
ため４人の介護相談員を施設等へ派遣しています。令和７年度は、直接施設への訪問を実施しま
した。
　また、介護相談員には活動に必要な知識の習得のために研修会に参加いただいています。

（報償費、消耗品費：126,520円）

認知症を理解し、認知症の人と家族を支える認知症サポーターを養成する講座を開催しました。

開催回数 参加者数 サポーター累計

主要な施策（事務事業）の成果の概要

事業 3100107 任意事業 施策 高齢者福祉の充実

その２

02 包括的支援事業・任意事業費
目標

令和５年度

いきいきと健康に暮らせるまち
目 02 任意事業費

予
算

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

将来ビジョン 自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

項

-509-



単位：円

　地域包括ケアシステムの実現に向けて、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築のため、

安曇野市医師会、介護保険事業所等と協働し、在宅医療・介護連携事業を実施しています。

（１）安曇野市医師会への委託業務（委託料：108,400円）

（２）エンディングノートの普及啓発（需用費：258,500円）

　医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の
最期まで続けることができるよう、在宅医療・介護連携推進事業を実施しました。

　在宅医療と介護サービスを一体的に提供するために事業の一部を医師会へ委託する中で、
在宅医療推進協議会全体会議を１回開催し、在宅医療・介護連携のための情報共有、課題に
ついて意見交換を行いました。

　第９期介護保険事業計画に基づき、在宅医療推進協議会で確認された「ACP、リビングウィルの取組」
と「多職種連携の取組」を柱に事業を進めます。６年ぶりに開催することができた多職種連携研修会で
は、医療介護専門職の知識向上、顔の見える関係づくりにつながりました。市医師会とともに作成した
リビングウィルは、令和８年１月からの運用を開始しました。本人の意思が尊重され、望む医療やケア
が受けられるよう、エンディングノート、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）、リビングウィルの
普及啓発を進めていきます。

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　これまでの人生を振り返り、これからの人生を考えるきっかけづくりとなる「エンディン
グノート」を1,500部印刷し、普及啓発を進めました。

　医療・介護関係者の人材育成のための研修として、安曇野市介護保険業務継続計画研修
会、在宅医療・介護連携多職種連携研修会を開催しました。多職種連携研修会は「看取り対
応」についての症例報告・グループワークを行いました。
　自分の望む医療やケアを意思表示する「安曇野市リビングウィル」を800部作成し、普及啓
発を進めました。

455,000 402,960 0 52,040 88.6% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

310,277

地域支援交付金（新総合事業以外） 155,139
地域支援県交付金（新総合事業以外） 77,569
地域支援事業繰入金（新総合事業以外） 77,569

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 03 地域包括ケア推進事業
予
算

将来ビジョン

事業 3100112
在宅医療・介護連携推進事
業費

施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 02 包括的支援事業・任意事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 311課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

 ２　協議体の取組

 １　生活支援コーディネーターの取組
　生活支援コーディネーターは第１層に１人、第２層の５地域にそれぞれ１人ずつ配置していま
す。各地域の課題を把握し、その課題の解決にむけた活動に取り組みながら、地域共生社会の実
現を目指しました。

　コーディネーターが主体となり、介護予防・生活支援サービス提供団体等を委員とする協議体
を必要に応じて地域に設置し会議を開催しました。

　第２層協議体会議 開催回数：15回
　内容：各団体の取組報告、地域主催サロンの支援、認知症の方にやさしい地域づくり、支え合
　　　　いの仕組みづくり等について、情報共有・検討を行いました。

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　第１層協議体会議 開催回数：０回
　内容：これまで介護保険等運営協議会に位置付けていた第１層協議体を令和７年度から地域包
　　　　括ケア推進会議の部会において実施することとしました。今後は第２層からの依頼に基
　　　　づき開催していく予定です。

 ３　住民参画・官民連携推進事業（安曇野いきいき大楽）
　民間事業所の空きスペースや車両等を活用した送迎付きの通いの場を穂高地域で実施しまし
た。
・いきいき元気塾キャンパス　　　　　（令和７年４月～）　登録者76人
・トレーニングジムZEROキャンパス　　（令和８年２月～）　登録者11人

　地域包括ケアの推進に向けて、生活支援体制整備事業を実施しました。市全体を第１層、旧町村
を単位とする市内５地域を第２層とし、第２層圏域の生活支援体制整備事業は、社会福祉協議会及
びNPO法人JAあづみくらしの助け合いネットワークあんしんに委託しました。
（委託料；7,858,000円）

1,652,538

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

6,610,152

地域支援交付金（新総合事業以外） 3,305,076

金額

地域支援県交付金（新総合事業以外） 1,652,538
地域支援事業繰入金（新総合事業以外）

9,170,000 8,584,614 0 585,386 93.6% 

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 03 地域包括ケア推進事業

包括的支援事業・任意事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

高齢者福祉の充実生活支援体制整備事業費 施策

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 02

将来ビジョン

事業 3100113

予
算

部 福祉部
決算書
ページ 311課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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 ４　地域支え合い推進フォーラム（旅費、講師謝礼：28,020円）

 ５　通いの場・生活支援サービスガイドブックの増刷（印刷製本費：316,800円）

 ６　地域見守り活動ステッカー（印刷製本費：352,000円）

　

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

事業 3100113 生活支援体制整備事業費 施策 高齢者福祉の充実

その２

02 包括的支援事業・任意事業費
目標

内　容

　介護予防・フレイル予防に取り組むきっかけにしていただくため、地域の「通いの場」や高齢
者の生活を支える「生活支援サービス」の情報をまとめたガイドブック（R5作成）を更新しまし
た（R8.2発行）。高齢者が自分のやりたい活動を簡単に探せるように「何を楽しみたいのか」と
いう視点から掲載団体をとりまとめ、2,000部印刷し、区長やケアマネに配布したほか、市民、
関係者、市窓口で周知しました。

　地域見守り活動を進めるために、車両貼り付け用マグネットシートを　450部（B5、B6、B7）
作成し、周知啓発を進めました。

いきいきと健康に暮らせるまち
目 03 地域包括ケア推進事業

超超高齢社会をどう生きるか？～自分らしく生きるためのきっかけを見つけよう～

令和８年２月21日(土)

講演及び地域の団体、企業の活動紹介

生活支援コーディネーター、区長、民生委員、シニアクラブ会員、介護保険事業者、民間事業
者、市職員等　191名

開催日

参加者

　生活支援コーディネーターの配置と協議体の設置により、身近な地域でのネットワークの仕組みづく
りや、高齢者が地域で安心して生活するための地域課題を検討し、軽作業やサロンの立ち上げなどの地
域支え合い活動を始めています。今後も、地域において支え合いや助け合いを広げるため、庁内関係部
署と連携して協議体活動を進め、地域包括ケア体制の充実を図ります。

目的・
テーマ

予
算

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

将来ビジョン 自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

項
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単位：円

１ 　認知症初期集中支援事業（報酬、負担金他：166,060円）

２ 　認知症カフェ運営助成（補助金：117,000円）

３ 　オレンジキャンペーンの実施（需用費、報償費等：167,012円）

件

　認知症の方が、周囲の理解と協力のもと住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、９月の世界
アルツハイマー月間に合わせ、認知症地域支援推進員が中心となり安曇野市オレンジキャンペー
ンを実施しました。
　内容としては、認知症講演会（117名参加）、認知症サポーター養成講座（31名参加）、本庁舎
南側ベランダへ横断幕の設置、ライトアップ、市役所１階西側ロビーに認知症に関する展示及び
啓発資料の配布を行いました。また、市内５地域の図書館と連携し、認知症に関する文献とオレ
ンジキャンペーンの紹介展示を実施するとともに、広報あづみのへ記事を掲載し認知症月間につ
いて周知しました。

補助件数 0 件 1 件 2

件 8 件

　市内で開催している認知症カフェ６団体のうち、補助金の活用の実績は２件でした。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

相談会

年度中相談延べ件数

7 回

年度中相談件数 13 件 5 件 8 件

実施回数 7 回 5 回

件 0 件

年度中新規支援件数 1 件 0 件 0

地域包括ケア推進に向けて、認知症総合支援事業を実施しました。

　平成29年12月に認知症初期集中支援チームを設置以降、月１回チーム員会議を開催し、医療機
関への受診や介護サービス等に繋がっていない認知症の方に対する支援を行っています。
　平成30年７月から月１回相談会を設け、令和７年度は延べ８件の相談があり、認知症専門医へ
の受診や支援（介護サービス利用等）につなぐなど、より初期の段階から早期解決に向けた対応
を行いました。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

チーム員
会議

実施回数

13 件 5

件

年間訪問延べ件数 5

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

9 回 5 回 7 回

件 0

1,627,000 1,529,558 0 97,442 94.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

294,439
1,177,757

地域支援交付金（新総合事業以外）

地域支援県交付金（新総合事業以外）

588,879

地域支援事業繰入金（新総合事業以外） 294,439

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 03 地域包括ケア推進事業
予
算

将来ビジョン

事業 3100114 認知症総合支援事業費 施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 02 包括的支援事業・任意事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 311課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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４

５ 　認知症サポーターステップアップ講座・チームオレンジ（36,600円）

認知症サポーターステップアップ講座

令和７年度

1 回

29 人

83 人受講延人員 22 人

　認知症の人ができる限り住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、認知症本人とその家族の
視点に立ち、認知症への理解を深めるための啓発を継続します。また、早期に医療や介護サービス等に
繋がるよう引き続き、地域包括支援センター、ケアマネジャー、民生児童委員等と連携を図り支援を
行っていきます。

講座回数 2 回

受講実人員 22 人

上記の評価と課題等

　高齢者見守りシール交付事業（需用費：０円）
　認知症症状を有する人の安全の確保及び介護者等の精神的負担の軽減を図るために、高齢者見
守りシール交付事業を令和４年度から実施しています。医療介護関係者、区長、民生委員等に周
知し、令和７年度は新たに３件交付しました。

　認知症サポーターを対象に、認知症に関する正しい知識をさらに深め、認知症の人を地域で見
守り支える人を育成するため、認知症サポーターステップアップ講座を開催しました。
　地域の認知症の人やその家族のニーズとステップアップ講座の受講者を中心とした支援をつな
ぐ仕組みであるチームオレンジの活動を各地域へ広げていきます。

令和６年度

主要な施策（事務事業）の成果の概要

事業 3100114 認知症総合支援事業費 施策 高齢者福祉の充実

その２

02 包括的支援事業・任意事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

目 03 地域包括ケア推進事業
予
算

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

将来ビジョン 自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

項
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単位：円

１　地域包括ケア推進会議

　　・地域包括ケア推進の取組について

　保健、医療、福祉サービス及び社会資源の総合調整を行い、これらのサービスを必要とする

市民に総合的にサービス提供を行う安曇野市地域包括ケアの推進に向けて、安曇野市地域包括

ケア推進会議を開催しました。

　また、地域包括支援センターにおいて、要支援者等の生活行為の課題解決、重度化防止や自立
支援を目指して、多職種からの専門的な助言を得る自立支援型地域ケア個別会議を開催しまし
た。

（報償費：49,000 円）

（1）開催日　令和７年12月22日

（2）協議事項等

　　・地域課題「高齢者が社会参加・外出できる地域の多様な通いの場」の今後について

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　　・地域課題「身寄りのない高齢者が安心して暮らせる地域づくり」の取組状況について

　地域包括ケア推進会議では、これまでの地域包括ケアの取組を評価し、住み慣れた地域で自分らしく
最期まで暮らし続けられるよう、医療、介護、福祉、地域の関係者とともに、高齢者個人に対する支援
の充実と、それを支える社会基盤の整備に向けた方策の協議を進めます。
　自立支援型地域ケア個別会議は、ケアマネジメント力やケアの質の向上等のために、市主催により定
例化して実施しています。

２　自立支援型地域ケア個別会議　（報酬費：91,680円）
（1）令和７年９月から令和８年２月の毎月１回、計６回の開催
（2）各２事例検討

245,000 140,680 0 104,320 57.4% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

108,321

地域支援交付金（新総合事業以外） 54,161
地域支援県交付金（新総合事業以外） 27,080
地域支援事業繰入金（新総合事業以外） 27,080

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 03 地域包括ケア推進事業
予
算

将来ビジョン

事業 3100116 地域ケア会議推進事業 施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 02 包括的支援事業・任意事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 311課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　令和７年４月からの３か所の地域包括支援センターの業務委託に伴い、包括への後方支援及び
基幹機能の強化のため、地域包括ケアを推進するコーディネーターとして、認知症地域支援推進
員（オレンジコーディネーター）、在宅医療コーディネーター、生活支援コーディネーター（第
１層）の３名を配置しました。

　地域包括ケア推進に向けて、３人のコーディネーターが連携しながら、地域包括支援センターととも
に事業を推進していきます。

27,670,000 27,599,673 0 70,327 99.7% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

21,251,748

地域支援交付金（新総合事業以外） 10,625,874
地域支援県交付金（新総合事業以外） 5,312,937
地域支援事業繰入金（新総合事業以外） 5,312,937

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 03 地域包括ケア推進事業
予
算

将来ビジョン

事業 3100119 地域包括ケア総務費 施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 02 包括的支援事業・任意事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 311課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

１ 介護予防ケアマネジメント費負担金（県国保連に支出分）

２ 介護予防ケアマネジメント（サービスC単独利用）委託料

負担金額

16,200,960 円

15,647,402 円

負担金額

23,181,518 円

56,190 円

358,560 円

令和７年度

令和７年度

　各包括の委託運用を可能な限り統一し、適正な介護予防ケアマネジメントのもと利用者支援ができる
体制を整えるため、令和６年度に介護予防ケアマネジメント作成の手引きを検討し、令和７年４月から
施行しています。
　短期集中的に専門職が関わり機能改善を図るサービスであるサービスCについては令和６年度から実
施しています。引き続き、事業所・利用者の拡大を図り、効率的・効果的な介護予防を図ります。

令和６年度

上記の評価と課題等

　市から社会福祉協議会に委託している北部地域包括支援センター及び南部地域包括支援セン
ターが行う介護予防ケアマネジメント費については負担金として国保連へ支出しました。また、
令和７年４月から、これまで市の直営で運営していた中央地域包括支援センターを慈泉会に委託
し、中部地域包括支援センターとして運営を始めたことから当該ケアマネジメント費についても
国保連へ支出しています。
　また、サービスC（短期集中サービス）単独利用者の介護予防ケアマネジメント費を担当包括
へ委託料として支払いました。

令和６年度

令和５年度

主要な施策（事務事業）の成果の概要

地域支援県交付金（新総合事業） 2,891,856
地域支援事業繰入金（新総合事業） 2,891,856

23,541,000 23,540,078 0 922 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

18,219,061

地域支援交付金（新総合事業） 4,626,969 総合事業現年度分調整交付金 1,156,742
支払基金支援交付金現年度分 6,246,408 雑入 405,230

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 介護予防・日常生活支援総合事業
予
算

将来ビジョン

事業 3100104
介護予防ケアマネジメント
事業

施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 03 介護予防・日常生活支援総合事業
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 313課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

円 円 円

人 人 人

円 円 円

人 人 人

円 円 円

人 人 人

円 円 円

人 人 人

円 円 円

人 人 人

円 円 円

人 人 人

円 円 円

人 人 人

63,822,901 54,443,733

3,004 2,915

10,900,440 12,239,311

763 751 772

通所型サービスＣ
（運動機能向上短期集中サービス）

0

2,425

訪問型サービスＡ
（人員基準を緩和した生活援助）

9,155,924 8,234,442 9,542,611

921 866 983

38,036,338

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　介護予防及び地域における自立した日常生活支援を行い、活動的で生きがいのある生活を送る
ことができるよう、介護予防・生活支援サービス事業を実施しました。

利用実績は以下のとおりです。　　　　　　（上段：決算額、下段：延べ利用者数）

サービス種類 令和５年度 令和６年度 令和７年度

第
一
号
訪
問
事
業

訪問介護相当サービス
　（旧予防給付と同等サービス）

64,648,302

304,628,000 304,290,711 0 337,289 99.9% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

255,911,237

地域支援交付金（新総合事業） 60,858,141 総合事業現年度分調整交付金 16,243,616
支払基金支援交付金現年度分 82,158,491 保険者機能強化推進交付金 1,619,313
地域支援県交付金（新総合事業） 38,036,338 介護保険保険者努力支援交付金 18,959,000
地域支援事業繰入金（新総合事業）

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 介護予防・日常生活支援総合事業
予
算

将来ビジョン

事業 3100105
介護予防生活支援サービス
事業

施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 03 介護予防・日常生活支援総合事業
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 313課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度

訪問型サービスＣ
（運動機能向上短期集中サービス）

30,560 22,920 7,640

4 3 1

654,050 1,363,450

0 140 287

＊訪問型サービスＣ（口腔）は、令和５年度途中まで当課の会計年度任用職員（歯科衛生
士）が実施し、以降は在宅歯科衛生士へ報償費として支払っています。

　多様なサービスの推進に向けて通所型サービスＡの事業所の普及及び利用者拡大を図り、持続可能な
事業運営を図るため、令和７年４月から通所介護相当サービスの単価を月額制から回数制に見直しまし
た。これにより、令和７年度は通所介護相当サービスの利用者数は増加しましたが、事業費は減少し、
通所型サービスＡは利用者数及び事業費とも増加しました。
　短期集中的に専門職が関わり機能改善を図るサービスであるサービスＣは、通所型を令和７年度に３
か所で実施し、農閑期の高齢者が来春も元気でいられるよう支援しました。

訪問型サービスＣ
（口腔機能向上短期集中サービス）

7,000 52,500 7,000

8 15 2

第
一
号
通
所
事
業

通所介護相当サービス
（旧予防給付と同等サービス）

223,825,472 237,045,664 226,570,596

8,800 9,445 9,540

通所型サービスＡ
（人員基準を緩和したサービス）

9,878,733
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単位：円

円 円 円

件 件 件

円 円 円

件 件 件

円 円 円

件 件 件

232 291 280

高額医療合算
総合事業サービス費

　高額総合事業サービス事業費は、利用者の１か月の費用負担（１～３割負担）が上限額を超え
た場合に支給しました。

　高額医療合算総合事業サービス費は、利用者の同一世帯内で１年間の医療及び介護の両制度に
おける自己負担額（８月１日から翌年７月31日の間）の合計が上限額を超えた場合に支給しまし
た。

　高額総合事業サービス費は前年度より減少し、高額医療合算総合事業サービス費は増加しています。

事業費 365,981 533,827 619,848

件数 26 29 45

合計
事業費 1,005,614 1,425,015

176,780

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

令和５年度 令和６年度 令和７年度

高額総合事業
サービス費

事業費 639,633 891,188 794,395

件数

1,415,000 1,414,243 0 757 99.9% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

1,088,966

地域支援交付金（新総合事業） 282,849 総合事業現年度分調整交付金 70,712
支払基金支援交付金現年度分 381,845
地域支援県交付金（新総合事業） 176,780
地域支援事業繰入金（新総合事業）

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 審査支払手数料等
予
算

将来ビジョン

事業 3100082
高額介護予防サービス費相
当事業

施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 04 その他諸費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

総合事業サービス利用者の費用負担が負担上限額を超えた場合に上限額との差額を支給しました。

1,414,243

件数 258 320 325

部 福祉部
決算書
ページ 313課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

国保連合会に対し、介護予防・日常生活支援総合事業分の審査支払手数料を支払いました。

円 円 円

件 件 件

＊審査単価　58円/1件

令和６年度

1,005,430

17,335

令和７年度

1,086,862

18,739

135,857

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

令和５年度

支払金額 986,464

支払件数 17,008

　審査件数は利用者の増加により増加しています。

1,087,000 1,086,862 0 138 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

836,881

地域支援交付金（新総合事業） 217,372 総合事業現年度分調整交付金 54,343
支払基金支援交付金現年度分 293,452
地域支援県交付金（新総合事業） 135,857
地域支援事業繰入金（新総合事業）

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 審査支払手数料等
予
算

将来ビジョン

事業 3100117
地域支援事業審査支払手数
料

施策 高齢者福祉の充実

款 03 地域支援事業
総
合
計
画

項 04 その他諸費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 313課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

介護予防サービス計画費の収支状況

１　民間の指定居宅介護支援事業所への委託料 （支出） 　　　　　　(但し過誤精算分を含む)

２ 介護予防サービス計画費収入　（収入）　　　(但し過誤精算分、電子証明書発行手数料を含む)

※

※残額の1,774,550円を包括的・継続的ケアマネジメント支援事業に充当

147 件 4,479 件 20,658,180 円

令和５年度 156 件 4,456 件 20,537,000 円

新規 継続 金額

令和７年度 11 件 387 件 1,825,160 円

令和６年度 134 件 4,727 件 22,224,300 円

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　令和６年度まで市直営の中央地域包括支援センターは指定介護予防支援事業所として、介護予
防支援業務を実施していました。令和７年度より中部地域包括支援センターとして外部委託に
なったことに伴い、令和７年３月末まで行った介護予防支援業務の月遅れ請求等による委託料が
発生しました。

新規 継続 金額

令和７年度 ２件 ５件 50,610 円

令和６年度

73,000 50,610 0 22,390 69.3% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

50,610

介護予防サービス計画費収入 50,610

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 介護予防支援事業
予
算

将来ビジョン

事業 3100108 介護サービス事業費 施策 高齢者福祉の充実

款 04 介護サービス事業費
総
合
計
画

項 01 介護予防支援事業
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

令和５年度 139 件 4,680 件 21,829,380 円

　令和７年度より直営地域包括支援センターの運営が外部委託になったことにより、月遅れ請求等の理
由によるもの以外は皆減となりました。

部 福祉部
決算書
ページ 315課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

１

円 円 円

件 件 件

２

人 人 人

円 円 円

291,500 円

5,583,819

令和７年度

651,600

荻原区 高齢者サロン 備品購入（麻雀卓） 253,800 円 126,900 円

補助団体数 1

【令和７年度補助団体】

団体名 事業内容 主な補助内容 補助対象経費 補助金額

　重度要介護高齢者(要介護3以上)を在宅介護している家族等に、介護用品購入の際に利用できる
助成券を交付し、介護負担の軽減を支援しました。

令和５年度 令和６年度

利用者数 640 619

令和７年度

650

白金区 高齢者サロン 備品購入（エアコン） 466,400 円 233,200 円

令和６年度

136,100

1 3

住吉区 高齢者サロン 備品購入（エアコン） 583,000 円

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　支え合い整備事業補助金

　生活支援や介護予防の取り組みを始めたい団体への備品購入や施設整備への補助を行い、活動
の立ち上げを支援しました。３団体に補助を行いました。

令和５年度

交付額 300,000

※令和６年度より一般会計から介護保険特別会計へ事業を移管しています。

　支え合い整備事業補助金については、高齢者も含めた地域住民が自ら活動し、それが生きがいを持っ
て生活することにつながるなど、地域の活動の拠点等に補助することで、地域共生社会の実現に向けた
取組になっています。
　今後、このような取組を先進例としながら、各地域の生活支援コーディネーターとも連携し、他の地
域でのサロン活動の新規立ち上げや活動の推進を支援していきます。
　介護用品支給事業は、在宅介護者の支援という趣旨をより明確にするため、令和６年度から有料老人
ホーム等に入所している方を対象外（前年度決定者には経過措置あり）としたことから要件該当者は微
増にとどまっています。また、入所や死亡等により使用枚数が減少していることが考えられます。

　介護用品支給事業

決算額 5,953,262 5,846,711

6,626,000 6,508,687 0 117,313 98.2% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

6,508,687

保険者機能強化推進交付金 6,508,687

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 保健福祉事業費
予
算

将来ビジョン

事業 3100118 保健福祉事業費 施策 高齢者福祉の充実

款 05 保健福祉事業費
総
合
計
画

項 01 保健福祉事業費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 315課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

上記の評価と課題等
　令和７年度の積立残額は、1,291,978,045円で、昨年度より67,842,077円増えています。

利子 積立額 基金残額

令和５年度 1,685,589 円 136,347,000 円 1,141,547,225 円

令和６年度 2,363,787 円 80,224,956 円 1,224,135,968 円

令和７年度 3,794,077 円 64,048,000 円 1,291,978,045 円

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　　令和６年度の給付費繰越金から介護給付費負担金返還分、支払基金交付金返還分を除いた余剰金を
　基金として積立てました。

　基金積立金額

67,843,000 67,842,077 0 923 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

3,794,000

支払準備基金利子 3,794,000

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 介護保険支払準備基金積立金
予
算

将来ビジョン

事業 3100110 介護保険支払準備基金 施策 高齢者福祉の充実

款 06 基金積立金
総
合
計
画

項 01 基金積立金
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 315課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

-523-



単位：円

部 福祉部
決算書
ページ 315課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

高齢者福祉の充実

款 07 公債費
総
合
計
画

項 01 公債費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 利子
予
算

将来ビジョン

事業 3100120 一時借入金利子 施策

0 0 0 0 0.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　一時借入は行いませんでした。

上記の評価と課題等
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単位：円

１　還付金

２　充当金　　　　　　22  件　  　 103,270 円

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　過年度分保険料の過誤納分を還付しました。

218 件 2,044,200 円

上記の評価と課題等

2,160,000 2,147,470 0 12,530 99.4% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 償還金及び還付加算金
予
算

将来ビジョン

事業 3100140
第１号被保険者保険料還付
金

施策 高齢者福祉の充実

款 08 諸支出金
総
合
計
画

項 01 償還金及び還付加算金
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 315課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

-525-



単位：円

部 福祉部
決算書
ページ 315課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

高齢者福祉の充実

款 08 諸支出金
総
合
計
画

項 01 償還金及び還付加算金
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 償還金及び還付加算金
予
算

将来ビジョン

事業 3100141 償還金 施策

136,856,000 136,855,218 0 782 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　国庫負担金、県費負担金及び支払基金交付金の超過交付分の返還を行いました。

１　令和７年度中の返還金内訳

令和６年度介護給付費負担金（国庫） 94,213,773 円

令和６年度介護給付費県費負担金 40,601,889 円

令和６年度 150,806,015 円

令和７年度 136,855,218 円

令和６年度支払基金交付金 2,039,556 円

合　計 136,855,218 円

２　＜参考＞返還金の状況

令和５年度 72,223,089 円

上記の評価と課題等
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単位：円

　１　令和７年度返還金内訳

円

円

円

円

　２　＜参考＞返還金の状況

円

円

円令和７年度 13,566,344

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　地域支援事業に係る国庫負担金、県費負担金及び支払基金交付金の超過交付分の返還を行いました。

令和６年度地域支援事業交付金（国庫） 6,027,666

令和６年度地域支援事業交付金（県費） 3,398,421

令和６年度地域支援事業支援交付金（支払基金分） 4,140,257

合　計 13,566,344

令和６年度 14,005,370

令和５年度 22,384,562

13,567,000 13,566,344 0 656 100.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 償還金及び還付加算金
予
算

将来ビジョン

事業 3100142 地域支援事業返還金 施策 高齢者福祉の充実

款 08 諸支出金
総
合
計
画

項 01 償還金及び還付加算金
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 317課 高齢者介護課

係等 包括支援担当

令和８年度
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単位：円

≪参考≫令和７年度返還金見込み額

合　　計 172,537,440

上記の評価と課題等
　令和８年度に返還金額が確定します。返還後の余剰金は、令和８年度に介護保険支払準備基金に積立
てます。

金額

介護給付費支払基金交付金返還金 58,144,959

介護給付費負担金県支出金 6,398,321

地域支援事業支払基金交付金返還金 9,438,000

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　令和７年度中に交付を受けた介護給付費負担金国庫支出金、介護給付費負担金県支出金、介護給付費
交付金（支払基金交付金）及び地域支援事業関連交付金について、交付確定が翌年度（令和８年度）に
なることから、超過交付返還見込額を予備費として予算確保したものです。

返還金見込み内訳 金額（千円）

介護給付費負担金国庫支出金返還金 98,556,160

225,051,000 0 225,051,000 0.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 予備費
予
算

将来ビジョン

事業 3100150 予備費 施策 高齢者福祉の充実

款 09 予備費
総
合
計
画

項 01 予備費
目標 いきいきと健康に暮らせるまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 福祉部
決算書
ページ 317課 高齢者介護課

係等 介護保険担当

令和８年度

-528-


